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議文の内容の要旨
　海産の単細胞生物であるクロララクニオ藻は，細胞内にクロロフィルbを有する葉緑体をもつ一方，包膜は雀
重膜，遊走細胞の鞭毛は一本であるなど，他の真核藻類にはない特異な形質をもつことから，一つの独立した植
物門として認識されてきた。しかし，現在3種のみが知られる小さい分類群である。低次の分類体系は確立して
おらず，多くの未記載種が存在すると予想される。そこで，本研究はその分類体系の確立を第一の目的とし，世
界各地よりクロララクニオ藻とおもわれる生物を収集・培養し，光学・電子顕微鏡法，色素分析法を駆使してそ
れぞれの株について形態，微細構造，生活環を調査した。一方，クロララクニオ藻は，葉緑体を含む細胞内区画
に退化核と考えられるヌクレオモルフを有することから，真核生物の二次共生によって成立した生物とする説が
ある。しかし，祖先となった宿主と共生体の生物的特性については全く不明である。そこで，本研究は，宿主と
共生者を分子系統解析により推定し，本群の系統的位置を明らかにすることを第二の目的としている。
　独自に分離・培養した未同定の5株と株保存施設の未同定ユ株について，細胞形態，生活環および微細構造を
解析した結果，①ピレノイドの微細構造，②ヌクレオモルフの位置，③栄養細胞の形態，④生活環の様式，が有
用な分類形質であることが明らかになった。①，②を属レベルの，③，④を種レベルの分類形質に採用し，3新
属（G〃舳〃o伽．工o肋αγ2吻∫oκo肋o伽5）を設立し5新種（G．8刎晦工．舳og蜥o舳危L〃α6％o1軌∫．力伽o伽伽α一
眺∫．∫助αθγ｛o〃8），ユ新組合せ（L．gloゐo∫α（＝0ん．globos㈱））を記載し，実用的な分類体系を提案した。
　宿主と共生者を推定するため，クロララクニオ藻の核とヌクレオモルフのSSUrRNA遺伝子，葉緑体にコード
される伸長因子（EF＿Tu）の遺伝子領域の配列を決定し，分子系統解析を行った。その結果，①クロララクニ
オ藻は2つの真核生物間での一回の共生により成立した単系統生物群である，②クロララクニオ藻の細胞核は，
2本鞭毛をもつ無色鞭毛虫のケルコモナス（Cθκ舳㎝α∫）および糸状仮足をもつ有殻アメーバのユーグリファ
（肋g妙んα）に近緑である，③ヌクレオモルフは，緑色植物のアオサ藻（ひ1妙α）に近緑である，ことを示唆した。
審査の結果の要旨
本研究が対象としたクロララクニオ植物門はHibberd＆Norrisによって，1984年に設立された，緑色性植物
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では最も新しい分類群である。現代生物学の手法による解析が唯一種で行われた結果が，植物性生物では他に類
を見ない特異な形質を備えているため設立された分類群である。したがって，本研究を開始した1990年の時点で
は，本藻を研究するための基礎資料は皆無に等しかった。それにもかかわらず，筆者のねばり強い収集活動によっ
て，亜熱帯，熱帯地域から次々と株が確立され，それらのスクリーニングによって，最終的に5株が新種として
扱われるべき可能性の高い生物であることがわかった。そこから，既に1株を新種として報告している。その時
点で，この門に属する生物はわずか3種という状況であった。
　このような状況で行なわれた本研究の成果として，上述のように3新属，5新種が正式に記載された。それを
基に，現行で最も有効な本藻群の分類体系が提案されたことは，今後世界の下等生物の分類学研究に大きな貢献
をすることは明らかである。
　一方，現代生物学上で最も関心の高い研究テーマの一つである，下等植物の共生起源説を検証する対象として，
本藻群が好適な生物の一つであることを視野に入れて研究を進め，遺伝子解析により本藻はケルコモナスまたは
ユーグリファに近い原生動物を宿主として，アオサ藻に近緑な緑藻を共生体とする，両者のただ一回の共生によ
り成立したことを示す結果を得た。
　二次共生を経た光合成能の獲得は，真核光合成生物の多様化の一つの原動力となったといえる。こうして成立
したとされる真核光合成生物の多くは，共生者の核（ヌクレオモルフ）を既に失った階段にあり，クロララクニ
オ藻はそこへ至る途申の段階と考えられる。二次共生による光合成能獲得の過程を解明する鍵になる生物である。
したがって，本論文の成果は，これからの生物学上の申心課題をおし進める上で重要な貢献をすることは明らか
である。著者の研究成果に世界の関心が高いことは，国際藻類学会議での発表に，学会賞が与えられていること
でもわかる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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